
規 　 　 　 則

刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 規 則 の 整 理 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 二 号

　　　 刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 規 則 の 整 理 に 関 す る 規 則

（ 石 川 県 恩 給 支 給 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 石 川 県 恩 給 支 給 規 則 （ 昭 和 三 十 年 石 川 県 規 則 第 二 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 七 号 書 式 の 二 及 び 第 十 七 号 書 式 の 三 中
「 禁 こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 懲 役 」
を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め る 。

第 三 十 二 号 書 式 及 び 第 三 十 二 号 書 式 の 二 中 「 懲 役 又 は 禁 こ の 刑 」 を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め る 。

（ 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 議 会 の 議 員 そ の 他 非 常 勤 の 職 員 の 公 務 災 害 補 償 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 三 年 石 川 県 規 則 第 五 十 九

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 の 二 第 一 号 中 「 懲 役 、 禁 錮 」 を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め る 。

（ 災 害 救 助 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条　 災 害 救 助 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 規 則 第 二 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 七 号 裏 面 ５ 中 「第31条」 を 「第32条」 に 、 「懲役」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 四 条　 石 川 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 石 川 県 規 則 第 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
別 記 様 式 第 十 四 号 中 「懲役又は禁錮の刑」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 二 十 六 号 中 「懲役・禁錮の刑」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

（ 旅 館 業 法 施 行 細 則 及 び 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 条　 次 に 掲 げ る 規 則 の 規 定 中 「禁錮」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

一　 旅 館 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 三 年 石 川 県 規 則 第 三 十 七 号 ） 様 式 第 一 号

二�　 鳥 獣 の 保 護 及 び 管 理 並 び に 狩 猟 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 八 年 石 川 県 規 則 第 六 十 二 号 ） 別 記 様

式 第 九 号
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（ ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第� 六 条　 ふ る さ と 石 川 の 環 境 を 守 り 育 て る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 六 年 石 川 県 規 則 第 五 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

別 記 様 式 第 二 十 七 号 （ 裏 ） 及 び 別 記 様 式 第 三 十 号 （ 裏 ） 中 「懲役」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 漁 業 調 整 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 条　 石 川 県 漁 業 調 整 規 則 （ 令 和 二 年 石 川 県 規 則 第 四 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 十 五 条 第 一 項 中 「 懲 役 」 を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め る 。

（ 石 川 県 地 方 競 馬 実 施 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 八 条　 石 川 県 地 方 競 馬 実 施 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 五 十 二 年 石 川 県 規 則 第 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 十 七 条 第 十 六 号 中 「 禁 錮
こ

」 を 「 拘 禁 刑 」 に 改 め る 。

（ 建 築 士 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 九 条　 建 築 士 法 施 行 細 則 （ 昭 和 二 十 五 年 石 川 県 規 則 第 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 記 様 式 第 一 号 中 「禁錮」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 八 号 中 「殿」 を 「様」 に 、 「懲役」 を 「拘禁刑」 に 改 め る 。

（ 罰 則 の 適 用 等 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 十 条　 こ の 規 則 の 施 行 前 に し た 行 為 の 処 罰 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

２　 こ の 規 則 の 施 行 後 に し た 行 為 に 対 し て 、 他 の 規 則 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ 、 な お 効 力 を 有 す

る こ と と さ れ 又 は 改 正 前 若 し く は 廃 止 前 の 規 則 の 規 定 の 例 に よ る こ と と さ れ る 罰 則 を 適 用 す る 場 合 に お い て 、 当 該

罰 則 に 定 め る 刑 に 刑 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 四 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 刑 法 （ 明

治 四 十 年 法 律 第 四 十 五 号 。 以 下 「 旧 刑 法 」 と い う 。 ） 第 十 二 条 に 規 定 す る 懲 役 （ 以 下 「 懲 役 」 と い う 。 ） （ 有 期 の も

の に 限 る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 、 旧 刑 法 第 十 三 条 に 規 定 す る 禁 錮 （ 以 下 「 禁 錮 」 と い う 。 ） （ 有 期 の も の に 限

る 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 旧 刑 法 第 十 六 条 に 規 定 す る 拘 留 （ 以 下 「 旧 拘 留 」 と い う 。 ） が 含 ま れ る と き は 、

当 該 刑 の う ち 懲 役 又 は 禁 錮 は そ れ ぞ れ そ の 刑 と 長 期 及 び 短 期 を 同 じ く す る 有 期 拘 禁 刑 と 、 旧 拘 留 は 長 期 及 び 短 期 を

同 じ く す る 拘 留 と す る 。

（ 人 の 資 格 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 十 一 条　 拘 禁 刑 又 は 拘 留 に 処 せ ら れ た 者 に 係 る 他 の 規 則 の 規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ 、 な お 効 力 を

有 す る こ と と さ れ 又 は 改 正 前 若 し く は 廃 止 前 の 規 則 の 規 定 の 例 に よ る こ と と さ れ る 人 の 資 格 に 関 す る 法 令 の 規 定 の

適 用 に つ い て は 、 無 期 拘 禁 刑 に 処 せ ら れ た 者 は 無 期 禁 錮 に 処 せ ら れ た 者 と 、 有 期 拘 禁 刑 に 処 せ ら れ た 者 は 刑 期 を 同

じ く す る 有 期 禁 錮 に 処 せ ら れ た 者 と 、 拘 留 に 処 せ ら れ た 者 は 刑 期 を 同 じ く す る 旧 拘 留 に 処 せ ら れ た 者 と み な す 。

（ 様 式 に 関 す る 経 過 措 置 ）

第 十 二 条　 改 正 前 の そ れ ぞ れ の 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 し た 用 紙 は 、 な お 当 分 の 間 、 所 要 の 調 整 を し て 使 用 す る こ

と が で き る 。

附　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 石 川 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 三 号 

　　　 石 川 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 の 事 務 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 規 則 第 四 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 表 二 十 三 の 項 中 「 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 六 条 第 一 項 第 四 号 」 を 「 建 築 基 準 法 施 行

令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八 号 ） 第 百 四 十 八 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 に 改 め 、 同 表 二 十 五 の 項 中 「 建 築 基

準 法 （ 」 の 下 に 「 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 。 」 を 加 え 、 「 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八 号 。 」 を 削 り 、 同 表 二 十 九

の 項 及 び 三 十 の 項 中 「 建 築 基 準 法 第 六 条 第 一 項 第 四 号 」 を 「 建 築 基 準 法 施 行 令 第 百 四 十 八 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」

に 改 め 、 同 表 三 十 一 の 項 中 「 規 定 す る 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 」 を 「 規 定 す る 建 築 物 の エ ネ

ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 」 に 、 「 建 築 物 の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 」 を 「 建 築 物

の エ ネ ル ギ ー 消 費 性 能 の 向 上 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 」 に 、 「 建 築 基 準 法 第 六 条 第 一 項 第 四 号 」 を 「 建 築 基 準 法 施 行 令
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第 百 四 十 八 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 に 改 め 、 同 項 イ 中 「 第 十 二 条 第 一 項 」 を 「 第 十 一 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 ロ

中 「 第 十 二 条 第 二 項 」 を 「 第 十 一 条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 ハ 中 「 第 十 二 条 第 三 項 」 を 「 第 十 一 条 第 三 項 」 に 改 め 、 同

項 ニ 中 「 第 十 三 条 第 二 項 」 を 「 第 十 二 条 第 二 項 」 に 改 め 、 同 項 ホ 中 「 第 十 三 条 第 三 項 」 を 「 第 十 二 条 第 三 項 」 に 改 め 、

同 項 ヘ 中 「 第 十 三 条 第 四 項 」 を 「 第 十 二 条 第 四 項 」 に 改 め 、 同 項 ト 及 び チ を 削 り 、 同 項 リ 中 「 第 三 十 四 条 第 一 項 」 を 「 第

二 十 九 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 リ を ト と し 、 同 項 ヌ 中 「 第 三 十 五 条 第 二 項 後 段 」 を 「 第 三 十 条 第 二 項 後 段 」 に 改 め 、

同 項 中 ヌ を チ と し 、 同 項 ル 中 「 第 三 十 六 条 第 一 項 」 を 「 第 三 十 一 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 ル を リ と し 、 同 項 ヲ 中 「 第

三 十 六 条 第 二 項 」 を 「 第 三 十 一 条 第 二 項 」 に 、 「 第 三 十 五 条 第 二 項 後 段 」 を 「 第 三 十 条 第 二 項 後 段 」 に 改 め 、 同 項 中

ヲ を ヌ と し 、 ワ を 削 り 、 同 項 カ 中 「 第 二 十 五 条 第 一 項 」 を 「 第 二 十 四 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 カ を ル と し 、 同 項 ヨ

中 「 第 二 十 八 条 」 を 「 第 二 十 七 条 」 に 、 「 第 二 十 五 条 第 一 項 」 を 「 第 二 十 四 条 第 一 項 」 に 改 め 、 同 項 中 ヨ を ヲ と し 、

タ を 削 る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 栄 養 士 法 の 一 部 改 正 に 伴 う 関 係 規 則 の 整 理 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 四 号

　　　 栄 養 士 法 の 一 部 改 正 に 伴 う 関 係 規 則 の 整 理 に 関 す る 規 則

（ 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 等 の 一 部 改 正 ）

第 一 条　 次 に 掲 げ る 規 則 の 規 定 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 又 は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え る 。

一　 軽 費 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 規 則 第 五 十 一 号 ） 第

三 条 第 一 項 第 四 号 及 び 同 条 第 九 項 並 び に 附 則 第 四 項 第 五 号 及 び 附 則 第 十 一 項

二　 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県

規 則 第 五 十 四 号 ） 第 四 十 条 第 一 項 第 四 号 、 第 五 十 四 条 第 一 項 第 三 号 並 び に 第 五 十 七 条 第 一 号 、 第 二 号 及 び 第 四 号

三　 指 定 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石

川 県 規 則 第 五 十 五 号 ） 第 三 十 九 条 第 一 項 第 四 号 、 第 五 十 四 条 第 一 項 第 三 号 並 び に 第 五 十 七 条 第 一 号 、 第 二 号 及 び

第 四 号

四　 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石 川

県 規 則 第 五 十 九 号 ） 第 三 条 第 一 項 第 三 号 及 び 同 条 第 五 項 た だ し 書

五　 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 規 則

第 六 十 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 四 号 及 び 同 条 第 二 項 た だ し 書

（ 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条　 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 規 則 第 五 十 二 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 第 六 号 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 又 は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え 、 同 条 第 十 一 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 及 び 第 一

号 か ら 第 三 号 ま で の 規 定 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 若 し く は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え 、 同 項 第 四 号 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 又

は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え る 。

（ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条　 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年 石 川 県 規 則 第 五 十 三

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 第 五 号 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 又 は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え る 。

第 十 一 条 第 一 項 第 五 号 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 又 は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え 、 同 条 第 八 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 及 び 第 一

号 か ら 第 三 号 ま で の 規 定 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 若 し く は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え 、 同 項 第 四 号 中 「 栄 養 士 」 の 下 に 「 又

は 管 理 栄 養 士 」 を 加 え る 。

（ 食 品 衛 生 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）

第 四 条　 食 品 衛 生 法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 八 年 石 川 県 規 則 第 七 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 記 様 式 第 六 号 （ 表 ） 、 別 記 様 式 第 九 号 （ 表 ） 及 び 別 記 様 式 第 十 号 （ 表 ） 中
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「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「

	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」

　 に 改 め る 。

　　　 附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２　 第 四 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 食 品 衛 生 法 施 行 細 則 の 規 定 に 基 づ い て 作 成 し た 用 紙 は 、 な お 当 分 の 間 、 所 要 の 調 整

を し て 使 用 す る こ と が で き る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 石 川 県 公 衆 浴 場 基 準 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 五 号

　　　 石 川 県 公 衆 浴 場 基 準 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 公 衆 浴 場 基 準 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 石 川 県 規 則 第 二 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

本 則 第 一 号 中 「 を 超 え な い 」 を 「 以 下 で あ る 」 に 改 め 、 本 則 第 二 号 中 「 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 消 費 量 は 、 」 を 「 全

有 機 炭 素 の 量 が 一 リ ッ ト ル に つ き 八 ミ リ グ ラ ム 以 下 で あ り 、 又 は 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 消 費 量 が 」 に 、 「 を 超 え な い 」

を 「 以 下 で あ る 」 に 改 め 、 本 則 第 三 号 中 「 大 腸 菌 群 」 を 「 大 腸 菌 」 に 、 「 を 超 え な い 」 を 「 以 下 で あ る 」 に 改 め 、 本

則 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四　 レ ジ オ ネ ラ 属 菌 は 、 百 ミ リ リ ッ ト ル の 検 水 で 形 成 さ れ る 集 落 数 が 十 未 満 で あ る こ と 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 旅 館 業 法 施 行 条 例 施 行 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 六 号

　　　 旅 館 業 法 施 行 条 例 施 行 規 則

　 旅 館 業 法 施 行 条 例 （ 昭 和 三 十 三 年 石 川 県 条 例 第 二 十 五 号 ） 第 七 条 第 三 号 の 水 質 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。

一　 濁 度 は 、 五 度 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、 温 泉 又 は 薬 湯 等 を 使 用 す る 場 合 で 知 事 が 公 衆 衛 生 上 支 障 が な い と 認 め

た と き は 、 こ の 限 り で な い 。

二　 全 有 機 炭 素 の 量 が 一 リ ッ ト ル に つ き 八 ミ リ グ ラ ム 以 下 で あ り 、 又 は 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 消 費 量 が 一 リ ッ ト ル

に つ き 二 十 五 ミ リ グ ラ ム 以 下 で あ る こ と 。 こ の 場 合 に お い て は 、 前 号 た だ し 書 の 規 定 を 準 用 す る 。

三　 大 腸 菌 は 、 一 ミ リ リ ッ ト ル に つ き 一 個 以 下 で あ る こ と 。

四　 レ ジ オ ネ ラ 属 菌 は 、 百 ミ リ リ ッ ト ル の 検 水 で 形 成 さ れ る 集 落 数 が 十 未 満 で あ る こ と 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 家 畜 保 健 衛 生 手 数 料 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

　　　　 石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 七 号

　　　 家 畜 保 健 衛 生 手 数 料 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

家 畜 保 健 衛 生 手 数 料 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 規 則 第 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 の ２ の 表 四 の 項 中

「			 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
を

食管・食監・調・製・栄・管栄・船舶・と畜・食鳥
乳 汁 検 査 料 一 件 に つ き 六 一 〇 円

食管・食監・調・製・栄・船舶・と畜・食鳥
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「			 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」
に 改 め る 。

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石 川 県 水 道 用 水 供 給 事 業 に 係 る 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す

る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 八 号

石 川 県 水 道 用 水 供 給 事 業 に 係 る 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一

部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 水 道 用 水 供 給 事 業 に 係 る 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 二 十 四 年

石 川 県 規 則 第 四 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 第 三 条 第 六 号 」 を 「 第 三 条 第 八 号 」 に 改 め 、 同 条 第 一 号 中 「 に あ っ て は 一 年 」 を 「 に あ っ て は 二 年 」 に 、

「 二 年 以 上 水 道 」 を 「 三 年 以 上 水 道 、 工 業 用 水 道 、 下 水 道 、 道 路 又 は 河 川 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 水 道 等 」 と い う 。 ） 」

に 改 め 、 「 有 す る 者 」 の 下 に 「 （ 同 条 第 一 号 の 卒 業 者 に あ っ て は 一 年 以 上 、 同 条 第 二 号 の 卒 業 者 に あ っ て は 一 年 六 月 以

上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 二 号 中 「 若 し く は 第 二 号 」 を 「 か

ら 第 六 号 ま で 」 に 改 め 、 「 及 び 学 科 目 又 は 第 三 号 若 し く は 第 四 号 に 規 定 す る 課 程 」 及 び 「 又 は 学 科 目 」 を 削 り 、 「 水 道 」

を 「 水 道 等 」 に 改 め 、 「 者 」 の 下 に 「 （ そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 規 定 す る 水 道 等 の 最 低 経 験 年 数 の 二 分 の 一 以 上 水 道 に 関 す

る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 第 三 号 中 「 水 道 に 」 を 「 水 道 等 に 」 に 改 め 、 「 有

す る 者 」 の 下 に 「 （ 六 月 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 に 限 る 。 ） 」 を 加 え 、 同 条 に 次 の 一

号 を 加 え る 。

四　 建 設 業 法 施 行 令 （ 昭 和 三 十 一 年 政 令 第 二 百 七 十 三 号 ） 第 三 十 七 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 土 木 施 工 管 理

に 係 る 一 級 の 技 術 検 定 に 合 格 し た 者 で あ っ て 、 三 年 以 上 水 道 等 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る も

の （ 一 年 六 月 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 に 限 る 。 ）

第 三 条 第 一 号 中 「 及 び 第 四 号 」 を 「 及 び 第 五 号 」 に 、 「 学 科 目 」 を 「 課 程 」 に 、 「 同 条 第 四 号 」 を 「 同 条 第 五 号 」 に

改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 第 四 条 第 二 号 」 を 「 第 四 条 第 一 号 若 し く は 第 二 号 」 に 、 「 学 科 目 」 を 「 課 程 」 に 改 め 、 同 条 第

三 号 中 「 厚 生 労 働 大 臣 」 を 「 国 土 交 通 大 臣 及 び 環 境 大 臣 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 二 号 を 加 え る 。

四　 技 術 士 法 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 第 二 次 試 験 の う ち 上 下 水 道 部 門 に 合 格 し た 者 （ 選 択 科 目 と し て 上 水 道 及 び

工 業 用 水 道 を 選 択 し た も の に 限 る 。 ） で あ っ て 、 一 年 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る も

の
五　 建 設 業 法 施 行 令 第 三 十 七 条 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に よ る 土 木 施 工 管 理 に 係 る 一 級 の 技 術 検 定 に 合 格 し た 者 で

あ っ て 、 三 年 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る も の

　　　 附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 条 第 三 号 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 石 川 県 水 道 用 水 供 給 事 業 に 係 る 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す

る 規 則 の 一 部 改 正 ）

２　 石 川 県 水 道 用 水 供 給 事 業 に 係 る 布 設 工 事 監 督 者 及 び 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正

す る 規 則 （ 平 成 三 十 一 年 石 川 県 規 則 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

附 則 第 二 項 中 「 改 正 後 の 」 を 削 り 、 「 第 二 条 第 三 号 」 の 下 に 「 及 び 第 三 条 第 四 号 」 を 加 え る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 石 川 県 証 紙 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石 川 県 知 事　　 馳　　　　　　　　 浩

石 川 県 規 則 第 九 号

細 菌 培 養 検 査 料 一 件 に つ き 六 一 〇 円

薬 剤 感 受 性 検 査 料 一 件 に つ き 八 〇 〇 円
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石 川 県 証 紙 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 石 川 県 証 紙 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 石 川 県 規 則 第 三 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 の 二 中 「 第 二 条 」 を 「 第 二 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

別 表 第 一 第 十 八 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

十 八　 石 川 県 手 数 料 条 例 （ 以 下 こ の 号 に お い て 「 条 例 」 と い う 。 ） に 規 定 す る 手 数 料 （ 次 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ）

イ　 条 例 第 四 条 の 規 定 に よ り 指 定 機 関 の 収 入 と な る べ き 手 数 料

ロ　 条 例 別 表 三 の 項 ２ 、 ３ 及 び ４ に 掲 げ る 手 数 料

ハ　 条 例 別 表 七 十 九 の 項 に 掲 げ る 手 数 料 で 申 請 又 は 依 頼 の 際 金 額 の 確 定 し な い も の

ニ　 条 例 別 表 八 十 三 の 九 の 項 に 掲 げ る 手 数 料

ホ　 条 例 別 表 八 十 六 の 項 に 掲 げ る 手 数 料 で 申 請 又 は 依 頼 の 際 金 額 の 確 定 し な い も の

別 表 第 一 第 二 十 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

二� 十　 石 川 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 石 川 県 条 例 第 二 十 七 号 ） に 規 定 す る 手 数 料 （ 同 条 例 第 四 条 の 規 定 に

よ り 指 定 機 関 の 収 入 と な る べ き 手 数 料 を 除 く 。 ）

　　　 附　 則

　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

人 事 委 員 会

石 川 県 職 員 及 び 石 川 県 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

令 和 七 年 三 月 二 十 五 日

石　 川　 県　 人　 事　 委　 員　 会

石 川 県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号

　　　 石 川 県 職 員 及 び 石 川 県 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 職 員 及 び 石 川 県 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 等 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 石 川 県 人 事 委 員 会 規 則 第

四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 一 条 第 九 号 中 「 看 護 」 を 「 看 護 等 」 に 、 「 又 は 」 を 「 、 」 に 、 「 を 行 う 」 を 「 若 し く は 学 校 保 健 安 全 法 （ 昭 和

三 十 三 年 法 律 第 五 十 六 号 ） 第 二 十 条 の 規 定 に よ る 学 校 の 休 業 そ の 他 こ れ に 準 ず る も の と し て 人 事 委 員 会 が 定 め る 事 由

に 伴 う そ の 子 の 世 話 を 行 う こ と 又 は そ の 子 の 教 育 若 し く は 保 育 に 係 る 行 事 の う ち 人 事 委 員 会 が 定 め る も の へ の 参 加 を

す る 」 に 改 め る 。

第 十 三 条 第 一 項 第 三 号 中 「 含 む 。 」 の 下 に 「 第 十 三 条 の 三 第 一 項 に お い て 同 じ 。 」 を 加 え る 。

第 十 三 条 の 二 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

（ 配 偶 者 等 が 介 護 を 必 要 と す る 状 況 に 至 つ た こ と に つ い て 申 出 が あ つ た 場 合 に お け る 措 置 ）

第 十 三 条 の 三　 任 命 権 者 等 は 、 職 員 が 配 偶 者 、 父 母 、 子 、 配 偶 者 の 父 母 又 は 第 十 三 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 者 が 当 該 職

員 の 介 護 を 必 要 と す る 状 況 に 至 つ た こ と を 申 し 出 た と き は 、 当 該 職 員 に 対 し て 、 仕 事 と 介 護 と の 両 立 に 資 す る 制 度

又 は 措 置 （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 介 護 両 立 支 援 制 度 等 」 と い う 。 ） そ の 他 の 事 項 を 知 ら せ る と と も に 、 介

護 両 立 支 援 制 度 等 の 請 求 又 は 申 出 （ 次 条 に お い て 「 請 求 等 」 と い う 。 ） に 係 る 当 該 職 員 の 意 向 を 確 認 す る た め の 面

談 そ の 他 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。

２　 任 命 権 者 等 は 、 職 員 に 対 し て 、 当 該 職 員 が 四 十 歳 に 達 し た 日 の 属 す る 年 度 （ 四 月 一 日 か ら 翌 年 の 三 月 三 十 一 日 ま

で の 間 を い う 。 ） に お い て 、 前 項 に 規 定 す る 事 項 を 知 ら せ な け れ ば な ら な い 。

３　 任 命 権 者 等 は 、 職 員 が 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 出 を し た こ と を 理 由 と し て 、 当 該 職 員 が 不 利 益 な 取 扱 い を 受 け る こ

と が な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。

（ 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 す る 措 置 ）

第 十 三 条 の 四　 任 命 権 者 等 は 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等 の 請 求 等 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う に す る た め 、 次 に 掲 げ る 措 置 を 講

じ な け れ ば な ら な い 。

一　 職 員 に 対 す る 介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 係 る 研 修 の 実 施

二　 介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 関 す る 相 談 体 制 の 整 備

三　 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 介 護 両 立 支 援 制 度 等 に 係 る 勤 務 環 境 の 整 備 に 関 し 必 要 と 認 め る 措 置

第 十 六 条 第 八 項 第 二 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
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二　 当 該 請 求 に 係 る 子 が 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 し た 場 合

　　　 附　 則

（ 施 行 期 日 ）

１　 こ の 規 則 は 、 令 和 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２　 石 川 県 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 等 に 関 す る 条 例 及 び 石 川 県 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 等 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 令 和 七 年 石 川 県 条 例 第 四 号 ） 附 則 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 請 求 は 、 石 川 県 職 員 及

び 石 川 県 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 日 及 び 休 暇 等 に 関 す る 規 則 第 十 六 条 第 一 項 の 規 定 の 例 に よ り 行 う も の と す る 。
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